
鎌
倉
時
代
の
医
療
で
は
、
忍
性
、
栄
西
、
性
全
の
三
人
を
挙
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
事
に
本
書
で
は
忍
性
の
名
は
で
て
は
い
る
が

記
載
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
彼
の
名
言
も
見
ら
れ
な
い
。
「
茶
は
養
生
の

仙
薬
な
り
。
延
齢
の
妙
術
な
り
。
」
と
唱
え
た
栄
西
は
宋
か
ら
茶
を
輸
入

し
、
源
実
朝
の
二
日
酔
い
に
茶
を
勧
め
る
と
同
時
に
『
喫
茶
養
生
記
」

を
進
呈
し
茶
を
我
が
国
に
定
着
さ
せ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
「
慈
心
ノ

心
ヲ
以
テ
・
…
・
・
」
の
梶
原
性
全
は
仮
名
書
き
の
『
頓
医
抄
」
と
漢
文
の

『
万
安
方
」
を
著
し
こ
こ
に
描
か
れ
た
内
景
図
は
我
が
国
最
初
の
も
の

と
さ
れ
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
、
ウ
イ
リ

ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
等
の
描
写
も
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
日
本
医
学
中
興
の
祖
」
と
称
せ
ら
れ
た
曲
直
瀬
道
三
は
若
く
し
て
田

代
三
喜
に
巡
り
あ
い
、
の
ち
京
都
へ
で
て
啓
迪
院
を
作
り
弟
子
を
教
育

し
た
。
李
朱
学
の
長
所
を
取
り
、
「
慈
仁
」
を
我
が
言
葉
と
し
た
。
毛
利

元
就
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
の
武
将
か
ら
も
尊
敬
さ

れ
た
と
い
う
。
道
三
の
啓
迪
集
は
甲
斐
の
永
田
徳
本
に
も
継
承
さ
れ
、

徳
本
は
患
者
の
貧
富
に
は
関
係
な
く
一
服
十
八
文
の
薬
で
医
療
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
の
「
医
弁
」
に
は
「
万
病
利
ツ
カ
エ
テ
：
：
・
・
」
の

名
句
が
あ
る
。

江
戸
時
代
鎖
国
下
の
日
本
へ
危
険
を
お
か
し
蘭
官
医
と
し
て
来
日
し

た
外
国
人
の
数
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
代
表
と
さ
れ
る
の
は
ケ
ン
ペ

ル
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
三
人
は
時

代
も
少
し
ず
つ
異
な
り
、
来
日
の
目
的
も
違
っ
て
い
た
が
、
日
本
に
西

洋
の
文
化
を
も
た
ら
し
、
日
本
を
世
界
に
紹
介
し
た
点
で
は
い
ず
れ
劣

平
成
六
年
八
月
某
日
、
長
門
谷
洋
治
先
生
よ
り
「
皮
膚
科
の
病
名
由

来
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
を
い
た
だ
き
（
正
式
に
は
Ｉ
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

こ
こ
で
は
便
宜
上
捜
入
し
た
）
、
続
い
て
七
年
十
一
月
八
口
に
続
編
た
る

Ⅱ
を
い
た
だ
い
た
。

両
編
と
も
西
山
茂
夫
名
誉
教
授
（
北
里
大
学
）
の
監
修
の
下
に
、
○
今

泉
孝
、
○
小
野
公
義
、
○
蔵
方
宏
昌
、
小
泉
雄
一
郎
、
○
長
門
谷
洋
治
、

前
田
学
、
藤
岡
彰
の
諸
先
生
の
執
筆
（
右
肩
の
○
印
は
本
学
会
々
員
を
示

ら
な
い
。
ケ
ン
ペ
ル
は
元
禄
の
平
和
日
本
で
、
将
軍
綱
吉
か
ら
「
長
寿

の
秘
薬
は
な
い
か
」
と
聞
か
れ
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
梅
毒
の
水
銀
療
法

を
初
め
て
Ⅲ
本
人
に
教
え
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
植
物
学
、
動
物
学
そ
の
他

も
ろ
も
ろ
の
研
究
を
し
た
こ
と
が
本
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
三
人
の
比
較
研
究
も
大
変
興
味
深
い
。

字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
本
書
の
最
後
部
に
見
ら
れ
る
人
物
（
貝
原

益
軒
、
賀
川
玄
悦
、
「
医
は
意
な
り
」
良
沢
、
玄
白
、
側
寛
斎
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
、
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
パ
ス
ッ
ー
ル
等
）
の
コ
メ
ン
ト
は
割
愛
し
た
。
本

書
を
座
右
に
備
え
、
直
接
玩
味
さ
れ
る
事
を
希
望
し
て
欄
筆
す
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

〔
中
央
公
論
社
・
東
京
都
中
央
区
京
橋
二
’
八
’
七
、
電
話
○
三
’
三
五

六
三
’
一
四
三
一
、
一
九
九
五
年
十
月
発
行
、
Ａ
５
判
、
二
六
○
頁
、
定

価
一
、
八
○
○
円
〕

西
山
茂
夫
朧
修

『
皮
膚
科
の
病
名
由
来
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
』
ｌ
、
Ⅱ
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す
）
に
よ
り
、
夫
ぞ
れ
六
十
項
目
の
病
名
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
に
は
、
あ
ざ
、
あ
せ
も
、
ア
ト
ピ
ー
、
ア
フ
タ
、
泉
熱
、
い
ぼ
、

い
れ
ず
み
、
う
お
の
め
、
枅
癬
、
か
さ
ぶ
た
、
花
柳
病
、
乾
癬
、
頑
癬
、

柑
皮
症
、
汗
庖
、
強
皮
症
、
菌
状
息
肉
症
、
く
も
状
血
管
腫
、
黒
な
ま

ず
、
下
措
、
ケ
ル
ス
ス
禿
瘡
、
ケ
ロ
イ
ド
、
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
さ
め
は

だ
、
湿
疹
、
紙
幣
状
皮
膚
、
し
み
、
し
も
や
け
、
酒
皷
、
猩
紅
熱
、
白

な
ま
ず
、
菫
麻
疹
、
せ
つ
、
象
皮
病
、
そ
ば
か
す
、
苔
癬
、
た
こ
、
丹

毒
、
天
庖
瘡
、
と
こ
ず
れ
、
と
び
ひ
、
と
り
は
だ
、
に
き
び
、
肉
芽
踵
、

は
し
か
、
は
た
け
、
薔
薇
疹
、
ひ
ょ
う
そ
、
風
疹
、
ふ
け
、
粉
瘤
、
ヘ

ル
ペ
ス
、
ほ
く
る
、
水
い
ぼ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、
み
ず
む
し
／
い
ん
き

ん
た
む
し
、
も
の
も
ら
い
、
よ
う
、
ら
い
、
狼
瘡
が
入
り
、
Ⅱ
に
は
、

あ
せ
も
の
よ
り
、
あ
ば
た
、
鞍
鼻
、
膿
、
壊
疽
、
エ
プ
ー
リ
ス
、
潰
瘍
、

か
ぶ
れ
、
ガ
マ
腫
、
肝
斑
、
丘
疹
、
魚
鱗
癬
、
焔
裂
、
結
核
、
結
節
性

紅
斑
、
血
友
病
、
硬
結
性
紅
斑
、
紅
色
陰
癬
、
紅
斑
性
狼
瘡
、
紅
皮
症
、

黒
色
表
皮
膣
、
さ
、
く
れ
、
さ
し
爪
、
ザ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、
獅
子
面
、

し
ら
く
も
、
脂
漏
性
皮
膚
炎
、
水
癌
、
ス
ト
ロ
フ
ル
ス
、
線
維
性
軟
疵
、

足
菌
腫
、
帯
状
庖
疹
、
蝶
型
紅
斑
、
手
足
口
病
、
疵
風
、
膿
痂
疹
、
蕊

腫
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
折
癬
、
梅
毒
、
稗
粒
腫
、
白
癬
、
白
板
症
、
雁
痕
、

ひ
ぜ
ん
だ
に
、
火
だ
こ
、
皮
膚
腺
病
、
ぶ
ち
症
、
ペ
ラ
グ
ラ
、
べ
ん
ち
、

蜂
窩
織
炎
、
黒
子
、
母
斑
、
ま
き
爪
、
面
庁
、
面
庖
、
蒙
古
斑
、
疵
贄
、

痒
疹
、
鱗
屑
、
わ
き
が
、
が
入
っ
て
い
て
全
百
二
十
項
目
で
あ
る
。

今
日
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
必
要
性
が
重
視
さ
れ
て

い
る
中
で
、
皮
膚
病
診
療
の
際
に
病
名
の
も
つ
意
味
を
正
し
く
患
者
に

理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
話
は
す
す
ま
な
い
。
皮
膚
科
の
病
名
は
医
学

生
に
記
憶
さ
せ
る
だ
け
で
も
難
か
し
い
作
業
で
あ
る
か
ら
、
患
者
に
理

解
を
う
る
の
は
そ
れ
以
上
に
大
変
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
て
、
経
験
豊
か
な
西
山
教
授
が
現
役
を

引
か
れ
る
直
前
に
、
こ
の
本
の
企
画
編
集
を
立
案
さ
れ
た
こ
と
に
ま
ず

敬
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
本
は
外
来
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
を
成
立
さ
せ
る
調
味
料
と
し
て
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
観

点
か
ら
云
う
と
、
看
護
婦
、
医
学
生
、
薬
剤
師
、
研
修
医
、
他
科
の
医

師
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
で
あ
る
。
読
む
意
欲
が
わ
く
よ
う

に
カ
バ
ー
も
色
あ
ざ
や
か
に
し
、
マ
ン
ガ
風
の
コ
ッ
ク
の
絵
も
本
書
の

ね
ら
い
を
良
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
う
。

内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
方
言
と
標
準
語

の
差
は
大
切
な
問
題
で
、
蟇
麻
疹
を
西
の
方
で
は
ホ
ロ
セ
と
呼
ぶ
人
が

多
い
か
ら
、
も
し
改
訂
版
を
出
さ
れ
る
折
に
は
、
方
言
の
代
表
を
加
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
方
言
の
同
義
語
に
つ
い
て
み
る
と
、
項
目
に
よ
っ

て
量
の
差
が
目
立
つ
の
は
残
念
で
あ
る
。

Ⅱ
の
方
に
出
て
く
る
〃
ぶ
ち
症
″
は
、
先
天
性
の
限
局
性
白
皮
症
の

こ
と
だ
そ
う
で
、
関
東
で
は
耳
な
れ
な
い
病
名
で
あ
る
。
俗
称
で
は
な

い
そ
う
だ
か
ら
私
の
学
問
の
浅
さ
を
恥
る
が
、
略
字
、
か
な
書
き
、
方

言
、
俗
称
と
出
て
く
る
と
、
本
当
に
こ
の
よ
う
な
作
業
は
難
し
い
と
思

尹
《
，
／
Ｏ

こ
の
二
冊
に
登
場
し
な
い
疾
病
に
円
形
脱
毛
症
が
あ
り
、
目
新
し
い

も
の
と
し
て
エ
プ
ー
リ
ス
（
歯
肉
腫
）
が
あ
り
、
死
語
に
近
い
花
柳
病
も

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
癖
癬
関
係
が
三
項
目
と
い
う
の
も
バ
ラ
ン
ス

感
覚
と
い
う
点
で
は
如
何
な
も
の
か
、
ぜ
ひ
工
夫
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
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田
瞥
つ
。上

手
の
手
か
ら
水
が
も
れ
る
と
い
う
害
え
の
ご
と
く
、
コ
ン
ジ
ロ
ー

マ
の
項
に
、
ラ
テ
ン
語
に
誤
り
が
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

弱
点
の
み
書
い
た
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
便
利
な
冊
子
で

あ
り
各
方
面
に
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
協
和
企
画
通
信
肌
・
東
京
都
港
区
新
橋
二
’
二
○
一
五
、
新
橋
駅
前

ビ
ル
一
号
館
二
階
、
屯
話
○
三
’
三
五
七
五
’
○
一
八
一
、
Ｉ
は
九
四
年

六
月
刊
、
一
三
二
頁
、
Ⅱ
は
九
五
年
十
月
刊
、
一
三
三
頁
、
共
に
新
書
判
、

い
ず
れ
も
定
価
千
二
百
円
〕

こ
れ
は
本
誌
第
三
八
巻
第
四
号
二
九
九
二
年
）
に
わ
た
し
が
紹
介
し

た
も
の
の
続
篇
で
、
前
著
の
好
評
に
は
げ
ま
さ
れ
て
編
集
し
た
も
の
と

い
う
。
今
回
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
モ
レ
ル
、
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
、

マ
イ
ネ
ル
ト
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
モ
ー
ズ
レ
イ
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
、
ク
ラ

フ
ト
ー
エ
ー
ビ
ン
グ
、
ベ
ル
ネ
ー
ム
、
パ
ヴ
ロ
フ
、
榊
俶
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

ワ
グ
ナ
ー
・
ヤ
オ
レ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ネ
、
ジ
ー
モ
ン
、
ア
ド
ラ
ー
、
ガ
ウ

プ
、
ベ
ル
ガ
ー
、
ウ
ィ
ル
マ
ン
ス
、
森
田
正
馬
、
今
村
新
吉
、
エ
コ
ノ

モ
、
三
宅
雛
一
、
グ
ル
ー
レ
、
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ミ

ン
コ
フ
ス
キ
ー
、
林
道
倫
、
下
田
光
造
、
丸
井
清
泰
、
ク
レ
ッ
チ
マ
ー
、

サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
内
村
祐
之
の
計
三
二
名
。
編
者
に
よ
れ
ば
、
論
文
が
か

か
れ
た
主
要
言
語
で
わ
け
る
と
、
前
著
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
一
四
名
、

松
下
旺
明
細

『
続
・
精
神
医
学
を
築
い
た
人
び
と
」
（
上
・
下
）

ド
イ
ツ
語
圏
二
七
名
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
九
名
、
英
米
語
圏
六
名
、
ロ
シ

ヤ
語
圏
三
名
、
イ
タ
リ
ヤ
語
圏
一
名
と
い
う
。

対
象
の
選
択
の
困
難
に
ま
し
て
、
書
き
手
の
選
択
は
さ
ら
に
困
難
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
克
服
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
に
し
あ
げ
ら

れ
た
編
者
の
ご
苦
労
に
は
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
編
者
が
意
図
し

な
が
ら
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
コ
ノ
リ
ー
、
マ
イ
ヤ
ー
な
ど
は
ぜ
ひ
よ
ま

せ
て
ほ
し
か
っ
た
。
日
本
へ
の
精
神
分
析
導
入
に
つ
い
て
は
、
丸
井
ょ

こ
、
ノ
さ
わ

り
は
古
澤
平
作
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
だ
っ
た
（
索
引
で
古
澤
の
名
が
Ｆ
の

項
に
は
い
っ
て
い
る
の
は
情
け
な
い
）
。
変
質
論
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
精
神

医
学
の
二
講
座
が
あ
っ
た
件
な
ど
、
も
っ
と
も
興
味
を
も
っ
て
よ
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
。
後
者
は
、
松
沢
病
院
の
院
長
を
め
ぐ
っ
て
東
京
府
と

精
神
病
学
教
室
と
の
あ
い
だ
に
お
も
わ
く
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
こ
と

を
お
も
い
だ
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
人
に
つ
き
一
五
頁
前
後
の
評
伝
と
な
る
と
、
伝
記
の

基
本
的
事
項
は
き
っ
ち
り
お
さ
え
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、
こ
の
要
請
は

充
分
に
は
み
た
さ
れ
て
い
な
い
。
生
没
に
つ
い
て
は
月
日
ま
で
い
れ
て

ほ
し
い
が
、
生
没
の
年
を
本
文
中
に
し
る
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

わ
た
し
は
外
国
の
事
情
に
う
と
い
が
、
た
と
え
ば
、
研
究
者
と
し
て
著

名
な
夫
人
の
姓
を
誤
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
も
う
一
つ
気
が
つ
い

た
の
は
、
ハ
イ
フ
ン
で
つ
な
が
れ
る
二
重
姓
の
扱
い
で
あ
る
。
そ
れ
を

ハ
イ
フ
ン
を
お
と
し
て
い
る
た
め
に
、
索
引
で
は
二
重
姓
の
あ
と
の
も

の
で
で
て
い
る
。
ワ
グ
ナ
ー
・
ヤ
オ
レ
ッ
ク
も
、
年
表
の
論
文
は
ヤ
オ

レ
ッ
ク
姓
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
わ
た
し
の
と
ぼ
し
い
知
識
か

ら
し
て
も
、
た
り
ぬ
記
述
、
あ
る
い
は
年
の
誤
り
が
い
く
つ
か
目
に
っ
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